
戦
後
冷
戦
期
の
米
国
で
は
政
策
的
支
援
が

日
本
研
究
発
展
の
原
動
力
に
な
っ
た

歴
史
を
踏
ま
え
て
見
た
場
合
、
国
際
交
流
基

金
（
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
、
以
下
、
Ｊ

Ｆ
）の
海
外
日
本
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
戦

後
冷
戦
期
の
米
国
に
お
け
る
連
邦
高
等
教
育
政

策
や
大
型
財
団
に
よ
る
助
成
の
文
脈
と
切
り
離

し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

Ｊ
Ｆ
創
設
（
１
９
７
２
年
）
時
の
海
外
日
本

研
究
支
援
基
本
構
想
が
、
い
わ
ゆ
る
「
１
９
７

０
年
米
国
日
本
研
究
の
危
機
」
へ
の
対
処
を
意

識
し
て
立
案
さ
れ
、
そ
の
構
想
の
下
で
策
定
さ

れ
た
機
関
支
援
や
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
が
、
Ｊ
Ｆ

に
よ
る
海
外
日
本
研
究
支
援
の
た
め
の
「
標
準

モ
デ
ル
」と
し
て
世
界
各
国
に
展
開
さ
れ
て
き
た

こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。

こ
こ
で
言
う
「
１
９
７
０
年
米
国
日
本
研
究

の
危
機
」
と
は
、
米
国
学
術
団
体
評
議
会
（
Ａ

Ｃ
Ｌ
Ｓ
）
と
米
国
社
会
科
学
研
究
評
議
会
（
Ｓ
Ｓ

Ｒ
Ｃ
）
に
よ
る
日
本
研
究
合
同
委
員
会
（
以
下
、

「
委
員
会
」）
が
70
年
２
月
に
報
告
し
た
米
国
日

本
研
究
界
の
資
金
逼
迫

ひ
っ
ぱ
く

状
況
を
指
す
。
こ
の
委

員
会
は
68
年
に
フ
ォ
ー
ド
財
団
が
招
集
し
た
ア

ド
ホ
ッ
ク
組
織
で
、
人
文
・
社
会
科
学
の
９
つ

の
専
門
部
会
よ
り
成
り
、
18
カ
月
に
及
ぶ
調
査

を
経
て
、
米
国
日
本
研
究
の
現
状
と
近
い
将
来

の
重
要
課
題
取
り
ま
と
め
を
任
務
と
し
て
い
た
。

こ
の
報
告
書
に
は
、
当
時
の
米
国
に
は
大
学

院
生
を
含
む
約
５
０
０
名
の
日
本
研
究
者
が
１

３
５
の
機
関
に
在
籍
し
、
こ
の
う
ち
88
％
が
博

士
号
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
現
代
語
協

会
（The

M
odern

Language
A
ssociation

）

に
登
録
さ
れ
た
日
本
語
講
座
在
籍
者
数
が
６
６

２
０
名
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
た
と
え
ば
１
９
３
４
年
に
太
平
洋

問
題
調
査
会
の
委
嘱
を
受
け
て
高
木
八
尺

や
さ
か

東
京

帝
国
大
学
教
授
が
行
な
っ
た
調
査
に
お
い
て

「
日
本
語
の
原
書
を
使
用
で
き
る
米
国
人
日
本
研

究
者
は
（
た
っ
た
）
13
人
」
と
報
告
さ
れ
た
米

国
日
本
研
究
萌
芽
期
か
ら
の
大
き
な
飛
躍
が
見

て
取
れ
る
。

日
本
研
究
の
量
的
拡
大
を
も
た
ら
し
た
主
因

は
、
当
初
フ
ォ
ー
ド
財
団
や
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

財
団
、
そ
し
て
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
等
の
米
国
民
間
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
が
主

導
し
、
そ
の
後
、
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
・
シ
ョ
ッ
ク
を

経
て
、
58
年
制
定
の
連
邦
レ
ベ
ル
の
国
防
教
育

法（NationalDefense
Education

A
ct

）
に

基
づ
く
大
規
模
投
資
へ
至
る
、
戦
後
冷
戦
期
の

米
国
に
お
け
る
地
域
研
究
へ
の
政
策
的
支
援
で

あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
既
存
の
伝
統
的
学
問
分
野
の
外

で
、
特
定
地
域
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
る
い
は
セ

ン
タ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
米
国
の
日
本
研
究
は
、（
既
存

の
伝
統
的
学
問
に
か
か
る
学
部
の
予
算
・
人
員
等
リ

ソ
ー
ス
が
利
用
で
き
な
い
た
め
）
新
た
に
教
授
ス

タ
ッ
フ
を
雇
用
し
、
文
献
等
図
書
館
資
源
と
学

生
向
け
奨
学
金
を
整
備
し
、
ま
た
、
調
査
研
究

費
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
米
国
大
型

財
団
と
国
防
教
育
法
に
基
づ
く
連
邦
政
府
か
ら

の
継
続
的
な
地
域
研
究
支
援
は
、
当
時
の
米
国

日
本
研
究
界
の
こ
う
し
た
基
本
的
ニ
ー
ズ
を
完

全
に
充
足
し
、
58
年
以
降
の
大
規
模
発
展
の
原

動
力
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

米
国
の
日
本
研
究
へ
の
支
援
削
減
に
よ
り

日
本
か
ら
の
資
金
に
期
待
が
高
ま
る

し
か
し
な
が
ら
、
60
年
代
末
の
委
員
会
調

査
報
告
書
執
筆
時
点
に
お
い
て
、
米
国
の
日

本
研
究
に
対
す
る
こ
れ
ら
２
つ
の
大
規
模
資

金
ソ
ー
ス
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
。
連

邦
政
府
に
あ
っ
て
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
「
偉

大
な
社
会
」
計
画
で
肥
大
化
し
た
財
政
赤
字

の
削
減
が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
、
72
年
段
階

で
国
防
教
育
法
に
よ
る
大
学
院
レ
ベ
ル
の
日

本
研
究
運
営
コ
ス
ト
支
援
を
完
全
廃
止
す
る

な
ど
、
予
算
の
大
幅
削
減
が
決
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
フ
ォ
ー
ド
財
団
等
の
民
間
フ
ィ
ラ
ン

ソ
ロ
ピ
ー
は
、
貧
困
克
服
等
の
社
会
正
義
的

課
題
に
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
移
し
、
地
域
研

究
支
援
か
ら
の
撤
退
を
準
備
し
て
い
た
。

60
年
代
の
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
日
本

の
国
力
が
世
界
に
認
識
さ
れ
始
め
た
こ
の
時

期
、
米
国
に
お
い
て
日
本
研
究
へ
の
継
続
的

支
援
は
学
術
的
に
も
政
策
的
に
も
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
総
論
的
に
は
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
米
国
連
邦
政
府
の
施
策
と
民
間
フ
ィ
ラ

ン
ソ
ロ
ピ
ー
資
本
の
動
向
は
、
そ
れ
と
は
逆

の
方
向
へ
進
み
つ
つ
あ
り
、
そ
う
し
た
状
況

を
と
ら
え
て
、
委
員
会
に
参
画
し
た
米
国
人
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研
究
者
た
ち
は
「
１
９
７
０
年
米
国
日
本
研

究
の
危
機
」
と
し
て
、
近
未
来
の
日
本
研
究

フ
ィ
ー
ル
ド
の
縮
減
、
絶
滅
に
警
鐘
を
鳴
ら

し
た
の
で
あ
っ
た
。

委
員
会
の
報
告
書
は
、
米
国
に
お
け
る
日

本
研
究
の
維
持
と
規
模
の
拡
大
（
10
年
間
で
２

倍
）を
目
標
と
し
、
地
域
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
的

枠
組
み
か
ら
の
脱
却
と
通
常
学
術
分
野
へ
の

移
行
促
進
（
日
本
研
究
の
一
般
化
）
を
課
題
と

し
て
い
た
。
ま
た
、
資
金
の
問
題
に
つ
い
て
、

①
一
般
的
規
模
の
大
学
に
お
け
る
教
授
ス
タ

ッ
フ
確
保
費
、
②
小
規
模
な
大
学
の
学
部
援

助
費
、
③
研
究
者
へ
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
、

④
日
本
研
究
を
志
す
学
生
等
へ
の
語
学
研
修

費
、
⑤
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
費
、
⑥
図

書
館
関
係
費
（
文
献
収
集
費
、
日
本
研
究
専
門

司
書
の
雇
用
費
・
研
修
費
等
）
に
焦
点
を
あ
て
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
一
義
的
に
は
各
大
学
独
自

の
資
金
捻
出
努
力
を
促
す
内
容
と
し
た
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
日
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
施
費
に
つ
い
て
「
財
団
ま
た
は
連
邦

政
府
に
代
わ
る
資
金
ソ
ー
ス
は
現
在
の
と
こ

ろ
見
当
た
ら
な
い
」（
委
員
会
）
と
し
、
ま
た
、

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
、「
こ
の
よ
う

な
奨
学
金
は
米
国
お
よ
び
日
本
の
双
方
か
ら

与
え
ら
れ
て
よ
く
」
と
記
述
す
る
な
ど
、
報

告
書
は
こ
れ
ま
で
の
米
国
側
支
援
に
代
わ
る

「
日
本
か
ら
の
」
第
三
者
資
金
の
登
場
に
期
待

を
寄
せ
る
内
容
を
伴
っ
て
い
た
。

「
２
０
１
０
年
世
界
の
日
本
研
究
の
危
機
」

は
杞
憂
に
終
わ
る
か

さ
て
、
日
本
に
お
い
て
Ｊ
Ｆ
の
設
立
構
想
が

本
格
化
す
る
の
は
ま
さ
に
こ
の
時
期
で
あ
り
、

委
員
会
報
告
書
の
刊
行
時
、
外
務
省
を
中
心
と

す
る
政
府
部
内
に
お
い
て
は
、
海
外
に
お
け
る

日
本
研
究
へ
の
支
援
を
含
む
新
基
金
の
業
務
範

囲
の
検
討
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
た
。
作
業

の
中
心
と
な
っ
た
外
務
省
文
化
事
業
部（
当
時
）

で
は
、
３
０
０
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
委
員
会
報
告

書
を
完
全
訳
出
し
、71
年
11
月
に『
米
国
に
お
け

る
日
本
研
究
』
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
が
、
新

し
く
設
立
さ
れ
る
Ｊ
Ｆ
の
海
外
日
本
研
究
支
援

の
範
囲
と
具
体
的
な
支
援
ツ
ー
ル
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

の
策
定
に
あ
た
り
、
報
告
書
の
内
容
が
大
き
く

影
響
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

事
実
、
そ
の
後
の
国
会
審
議
を
経
て
、
72
年

10
月
に
設
立
さ
れ
た
Ｊ
Ｆ
の
日
本
研
究
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
①
研
究
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
（
学

者
・
研
究
者
と
博
士
論
文
執
筆
者
に
対
す
る
奨
学
研

究
資
金
）、
②
ス
タ
ッ
フ
拡
充
助
成
（
海
外
の
日

本
研
究
機
関
が
教
授
ス
タ
ッ
フ
を
新
規
雇
用
し
よ
う

と
す
る
場
合
、
３
年
を
上
限
と
し
て
Ｊ
Ｆ
が
雇
用
経

費
を
負
担
）、
③
リ
サ
ー
チ
・
会
議
等
助
成
（
日

本
研
究
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催

費
、
学
生
の
訪
日
研
修
費
の
助
成
な
ど
）、
④
図
書

寄
贈
（
日
本
研
究
講
座
を
有
す
る
大
学
の
図
書
館

等
の
日
本
研
究
文
献
整
備
）
な
ど
を
核
と
す
る
内

容
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
前
述
の
委
員
会
報

告
書
で
提
起
さ
れ
た
課
題
に
お
お
む
ね
対
処
す

る
つ
く
り
と
な
っ
て
お
り
、
米
国
側
か
ら
日
本

側
へ
の
資
金
負
担
の
移
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
調
整

さ
れ
た
結
果
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

Ｊ
Ｆ
の
日
本
研
究
支
援
は
、こ
の「
１
９
７
０

年
米
国
日
本
研
究
の
危
機
」
対
応
を
基
軸
と
す

る
大
き
な
流
れ
に
、
60
年
代
初
期
よ
り
外
務
省

が
主
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
の
大
学
向
け
に
実
施

し
て
い
た
「
日
本
研
究
寄
贈
講
座
」
事
業
を
引

き
継
ぐ
流
れ
が
合
体
し
て
大
枠
が
固
ま
る
。
後

者
の
寄
贈
講
座
は
日
本
か
ら
の
客
員
教
授
派
遣

を
中
心
と
す
る
包
括
的
な
日
本
研
究
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
流
れ
を
受
け
て
、

Ｊ
Ｆ
の
日
本
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
「
客
員

教
授
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
直
接
派
遣
ま
た
は
間
接

派
遣
と
し
て
の
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
が
付
け
加
え

ら
れ
、
前
述
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
や
ス
タ
ッ
フ
拡

充
助
成
と
合
わ
せ
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
体

的
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
完
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
策
定
さ
れ
た
Ｊ
Ｆ
の
海
外
日
本
研

究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、以
後
、
い
く
つ
か
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
成
消
滅
さ
せ
な
が
ら
も
、

基
本
的
に
は
研
究
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
お
よ
び
ス

タ
ッ
フ
拡
充
助
成
や
図
書
寄
贈
等
の
機
関
援
助

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
核
と
し
て
、
全
世
界
に
共
通
・

標
準
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
機

関
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
図
書
寄
贈
等

の
個
別
の
ツ
ー
ル
が
廃
止
さ
れ
、
よ
り
包
括
的

な
支
援
形
態
に
移
行
す
る
の
は
Ｊ
Ｆ
設
立
35
年

を
経
た
07
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
長
い
年
月

の
間
に
Ｊ
Ｆ
の
日
本
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
世
界
に
も
た
ら
し
た
益
の
検
証
が
な
さ
れ

る
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
が
、
過
去
の
施
策
立

案
の
契
機
や
そ
の
根
本
に
あ
る
思
想
を
ア
ー
カ

イ
ブ
の
か
な
た
に
押
し
や
る
こ
と
な
く
、
70
年
前

後
の
日
米
関
係
や
米
国
日
本
研
究
界
の
動
向
に

着
目
す
る
歴
史
的
視
点
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

09
年
現
在
、
Ｊ
Ｆ
の
予
算
は
ピ
ー
ク
時
よ
り

30
％
程
度
減
少
し
、そ
れ
に
伴
い
、海
外
日
本
研

究
へ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
縮
減
傾
向
が
続
い

て
い
る
。ま
た
、
金
融
危
機
に
端
を
発
す
る
深
刻

な
景
気
後
退
の
も
と
、
日
本
経
済
界
か
ら
海
外

の
日
本
研
究
機
関
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
流
れ
る

寄
付
や
ソ
フ
ト
マ
ネ
ー
の
大
幅
減
少
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。そ
の
様
を
「
１
９
７
０
年
米
国
日
本

研
究
の
危
機
」に
な
ぞ
ら
え
、「
２
０
１
０
年
世

界
の
日
本
研
究
の
危
機
」
と
表
現
す
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
果
た
し
て
誇
張
に
な
ろ
う
か
。

そ
の
危
惧
が
杞
憂

き
ゆ
う

で
あ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ

も
、
一
方
で
危
機
を
現
実
の
も
の
と
受
け
止
め
、

そ
れ
に
対
応
す
る
質
的
な
強
靭
さ
を
日
本
研
究

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
内
包
す
る
知
見
が
今
の
Ｊ

Ｆ
に
は
求
め
ら
れ
る
。a47
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